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2024 年男 年女
この１年の幸せと健康をお祈り申し上げます。
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土肥ホームの日々 検索検索

土肥ホーム

土肥・戸田 ホームページ

戸田デイサービスの日々 検索検索

ホームページでは日常の様子や出来事、
様々な取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

戸田デイ

サービス



　本年度、土肥ホームは創立30周年の節目を迎えることができました。30周年を迎えられた事に感謝するとと
もに今後の運営への協力支援をお願いするため、11月11日の介護の日に記念式典を開催いたしました。ここ数
年はコロナウイルス感染症の影響で、ご家族との面会が制限される中、今回の式典では感染対策を徹底し、ご利
用者、ご家族ともにマスク着用を条件に、一緒に式典にご参加いただきました。式典では、長年納涼祭で演目を
披露して下さった地域のボランティアの皆様にご出演いただき、式典に花を添えていただきました。
　ご利用者やご家族の楽しそうな表情がとても印象的であり、短い時間でしたが、素敵な時間を共有することが
でき、あらためて土肥ホームは多くの皆様に支えられて今日の日を迎えられたと実感いたしました。この先も、
ご利用者やご家族、地域の方々に寄り添いともに歩んでいく、そんな土肥ホームであり続けたいと思います。

30周年記念式典実行委員会



編 集 後 記
表紙の『龍の雲を得る如し』
の意味は、龍が雲を得て天に
昇るように英雄豪傑などが機
を得て、盛んに活躍するさま
を例えて使われることわざの
一つです。私は『英雄』には
なれませんが、龍のようにの
びのびと天高く飛び回り、成
長していきたいと思っていま
す。今年もよろしくお願いし
ます。

（広報誌委員会　LUNA）

社会福祉およびボランティア功労者
厚生労働大臣表彰を受けました！
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皆
様
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
土
肥
ホ
ー
ム
創
立
30
周
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
土
肥
ホ
ー
ム
設
立
当
時
か
ら

皆
様
の
支
え
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
う
し
て
30
年
間
運

営
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
昨
年
11
月
に
創
立
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
世
間

で
は
コ
ロ
ナ
５
類
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
土
肥
ホ
ー
ム
で
は
完

全
に
コ
ロ
ナ
明
け
の
日
常
に
戻
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
感
染
対
策
を
講
じ
、
入
所
者
と
ご
家

族
が
寄
り
添
い
、
こ
こ
数
年
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
光
景

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
染
対
策
と
は
い
え
、こ
こ
数
年
、

互
い
の
距
離
を
保
つ
生
活
が
計
り
知
れ
な
い
不
安
な
状
況
を
強

い
て
き
た
こ
と
を
反
省
し
、
今
後
の
感
染
対
策
の
在
り
方
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
改
め
て
今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）」
こ

の
「
甲
」
の
文
字
は
鎧
や
兜
な
ど
の
意
味
を
持
ち
、
種
子
が
厚

い
皮
に
覆
わ
れ
芽
を
出
せ
な
い
状
況
や
物
事
を
耐
え
忍
ぶ
状
態

を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
別
の
意
味
で
成
長
や
始
ま
り
の
意
味
を

併
せ
持
ち
ま
す
。「
辰
」
は
龍
の
如
く
、
勢
い
よ
く
活
気
あ
ふ
れ

る
こ
と
を
表
し
、
ま
さ
に
30
周
年
を
迎
え
土
肥
ホ
ー
ム
は
こ
れ

か
ら
、
土
肥
・
戸
田
地
区
で
引
き
続
き
、
感
染
予
防
対
策
や
地

域
で
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た

め
に
、
龍
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
上
昇
し
勢

い
を
増
す
年
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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見守りセンサーを導入し、
　　業務改善に取り組んでいます。

土肥ホームでは、公益財団
法人 JKA の補助事業を活用
し見守りセンサーを導入。
入所者の安全性の確保と向
上、入所者の生活リズムに
合わせたケアの提供ととも
に、職員の訪室回数の減少
による負担軽減に繋がって
います。

長年民生委員を務める傍ら、戸田デイサービス
センターに勤務する石原逸雄さん。受賞おめで
とうございます。




